
認知症予防のための血液検査

MCIスクリーニング検査
 軽度認知障害とは︖

 MCIスクリーニング検査とは

認知症にはいくつか種類がありますが、日本ではその半数以上をアルツハイマー型認知症が占めると
されています。MCI (軽度認知障害)とは、正常な物忘れと認知症の間にあるグレーゾーンです。
この段階で放置してしまうと過半数の⽅が認知症へ移⾏してしまいますが、MCIのリスクを知り、
早期から適切な予防を⾏うことで認知症への移⾏を⾷い⽌めることができます。

アルツハイマー病はアミロイドベータペプチドが脳内に蓄積して神経細胞がダメージを受ける
ことで発症するといわれています。本検査では、このアミロイドベータペプチドへの「防御⼒」に
関わる３つのタンパク質の血中濃度を調べることでアミロイドベータペプチドを算定し、
軽度認知障害のリスクを評価しています。

採血のみの簡単な検査です。

MCIスクリーニング検査で早期に認知症のリスクを知り、
適切な対処・予防を⾏うことで、認知症の予防が可能になります。



報告レポートイメージ

予約に関するお問い合わせ

※ 判定結果に影響を与える可能性がある疾患について
急性障害、急性腎障害、⾃⼰免疫性腎疾患などの⾃⼰免疫性疾患（急性期）、重度の栄養不良などの⽅
は本検査において影響を受ける可能性がございます。補体タンパク質（C3）の活性化がおきる疾患で
は本検査の判定結果に影響を与える可能性があります。トランスサイレチン（TTR）は栄養状態で変動
します。極端なダイエットなどでは本検査の判定結果に影響を与える可能性があります。

判定結果はリスクに応じてA〜Dの4段階にて
報告致します。受診後の認知症予防のための
取り組みを解説した別冊資料も提供いたします。

【報告レポートサンプル】 【別冊資料】

こんな⽅におすすめです︕

検査料⾦︓20,000円（税別）

岡山済生会 予防医学健診センター
TEL:086-252-2231


